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略歴
馬上丈司（まがみたけし）

1983年生まれ
千葉大学大学院人文社会科学研究科公共研究専攻博
士後期課程を修了し、地方自治体における再生可能
エネルギー政策の研究で日本初となる博士（公共
学）の学位を授与される。
2012年に千葉エコ・エネルギー株式会社を設立し、
営農型太陽光発電を含む再生可能エネルギー事業の
普及拡大や研究開発に従事。
千葉市地球温暖化対策専門委員、八千代市環境審議
会委員、農林水産省営農型太陽光発電有識者会議委
員などを歴任。国立環境研究所客員研究員。
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裸一貫でスタートした
千葉大学発のベンチャー

• 2012年10月に設立
• 当初資本金は300万円
• 当時は千葉大学の特任教員
だった馬上と大学生3人のメ
ンバーを中心にスタート

• 地域での再生可能エネル
ギーを目指して事業着手
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4自社基幹農場全景 地域再エネセミナー



千葉市大木戸
アグリ・エナジー1号機
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• 所在地：千葉県千葉市緑区大木戸町
• 地 目：畑
• 面 積：10,000㎡
• 遮光率：48％
• 作 物：葉物、根物、果樹等10品目程度
• 出 力：625kWac/777.15kWdc
• 竣 工：2018年3月
• 所有者：千葉エコ・エネルギー株式会社
• 営農者：千葉エコ・エネルギー株式会社
• 備 考：様々な実証実験を担う基幹農場



自社農業経営の状況

【圃場面積】
約15ha（グループ会社合計）
【栽培作物】
サツマイモ、ジャガイモ、大豆、
イチジク、ブルーベリー、ナス、
からし菜（土気からし菜）ほか
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様々な
露地野菜
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果樹栽培
イチジク
レモンほか
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エネルギーと
農業の生産を
体感する場
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トラクター
自動操舵/
電気自動車
太陽光充電
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農地における
農作物生産と
太陽光発電の共生
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営農型太陽光発電で目指すもの

「農地における食料とエネルギーの生産を通じて、
食料安全保障とエネルギー安全保障を両立させていく。」

•農業・農村におけるエネルギー転換と脱炭素化を図り、環境
負荷が低く持続可能な農業生産と真の食料自給を実現する。

•エネルギーの生産と供給を通じて農業者や農村部の所得向上
を図り、新たな社会の豊かさを実現すると共に、気候変動に
よる生産環境の変化にも適応する、脱炭素化された次世代の
農業生産モデルを確立していくことを目指す。
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国内農業に使われるエネルギーの

98％が化石燃料由来
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化石燃料に依存した日本の農業
ガソリン ：90万6,300kL
灯 油 ：57万6,500kL
軽 油 ：66万6,200kL
A重油  ：210万7,400kL
他石油製品：1万1,000kL
都市ガス ：36万2,000㎥
電 気 ：31億1,100万kWh

93.2％

6.8％
出所：総合エネルギー統計2023

1年間に日本国内の
農業に使われるエネ
ルギー資源の98％が
化石燃料由来である。
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地域再エネセミナー 15

農林水産省（2021）みどりの食料システム戦略（参考資料） 



2023年7月の記録的な猛暑と少雨の中でもナスを順調に収穫
（千葉市の降水量は平年比40％、日最高気温の平均は平年比＋3℃）
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スマート農業技術と組み合わせた水田における営農型太陽光発電の実証
JST SOLVE for SDGs「ソーラーシェアリングを活用した自立型脱炭素スマート農地の確立と展開」
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千葉大学倉阪研究室と
千葉エコ・エネルギー株式会社の共同研究地域脱炭素セミナー
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千葉市若葉区下田町の実証設備
もち米「ふさのもち」を栽培 地域脱炭素セミナー
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大型農業機械が活用できる空間を確保
水稲の収穫量は設備内外で差異はなし 地域脱炭素セミナー



営農型太陽光発電の価値

• 農地において農業生産を継続しながら太陽光発電事業を行うこ
とで、農業者の経営改善に資する取り組みになる。

• 社会全体として再生可能エネルギーの更なる確保が必要となる
中で、農地を失うことなく一定の太陽光発電導入が可能。

• 太陽光発電事業を行えることで、生産性の低い農地を維持した
り、遊休農地を再生したりするインセンティブにもなり得る。

• 農業生産の脱炭素化や、農村生活に必要なエネルギーの確保な
どを通じて持続可能な農業・農村作りにも貢献し得る。
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出典：再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第68回）環境省資料
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農業のエネルギー転換と脱炭素化
• 昨今の世界的なエネルギー危機を踏まえると化石燃料に依存し
た農業は持続不可能であり、農業生産の電化と再生可能エネル
ギーによる自給があって真の食料自給が実現されると言える。

• 既に農産物における「CO2排出量が低い」ことをPRする事例
が出てきている。農産物の輸出に際しても、化石燃料に依存し
た生産を行っていると海外市場における評価が低くなる恐れが
あるため、今後は輸出で不利になっていく可能性もある。

• 施設園芸も、再生可能エネルギー電気あるいは熱源を活用でき
ない場所では今後実施出来なくなっていく可能性がある。
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日本農業新聞 2023年9月5日 最終面に出稿した意見広告
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化石燃料が普及する以前は

農村が食料とエネルギーを社会に供給していた

その役割を、再び取り戻す
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参考資料/Webサイト/YouTube
農林水産省 営農型太陽光発電について
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/renewable/energy/einou.html

ITmedia スマートジャパン ソーラーシェアリング連載
https://www.itmedia.co.jp/author/219725/

農林水産省広報誌 aff 営農型太陽光発電特集
https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/2112/spe1_03.html#main_content

神奈川県庁 ソーラーシェアリングの魅力
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f535675/index.html

IGES 営農型太陽光発電の経済性と自治体による促進の
意義
https://www.iges.or.jp/jp/pub/solarsharing-dp/ja
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YouTube ソーラーシェアリング概論
https://www.youtube.com/watch?v=7v0facHsmO8

YouTube 3分でわかるソーラーシェアリング
https://www.youtube.com/watch?v=cCjAutNDIXk

営農型太陽光発電システムの設計・施工ガイドライン
https://www.jpea.gr.jp/document/handout/guideline2023/

郡山市 次世代産業の企業誘致に関する調査研究報告書
http://www.rilg.or.jp/htdocs/uploads/protect/R4_chousa/R4_02_g.pdf

アメリカ国立再生可能エネルギー研究所
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html

地域脱炭素セミナー

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/renewable/energy/einou.html
https://www.itmedia.co.jp/author/219725/
https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/2112/spe1_03.html#main_content
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f535675/index.html
https://www.iges.or.jp/jp/pub/solarsharing-dp/ja
https://www.iges.or.jp/jp/pub/solarsharing-dp/ja
https://www.iges.or.jp/jp/pub/solarsharing-dp/ja
https://www.youtube.com/watch?v=7v0facHsmO8
https://www.youtube.com/watch?v=cCjAutNDIXk
https://www.jpea.gr.jp/document/handout/guideline2023/
http://www.rilg.or.jp/htdocs/uploads/protect/R4_chousa/R4_02_g.pdf
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html
https://www.nrel.gov/solar/market-research-analysis/agrivoltaics.html


26

永続地帯研究
https://sustainable-zone.com/

脱炭素スマート農地研究会
https://www.de-carbon-farmland.org/

千葉エコ・エネルギー株式会社
https://www.chiba-eco.co.jp/

YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/@solarsharing
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